
トロフ島沖地震と浅間山爆発の際にシける

微気圧観測結果に
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各地の発現時刻から等発振時線を引いてみると第 1図

のようになり，その形は震度分布図とよくにていて，海

上より内陸で波の進行速度が大きくなっている傾向にあ

る.

1958年 11月7日エトロフ島沖の海底地震と 11月10

日浅間山火山爆発の際に，その地震波と気圧波を全国各

地の微気圧計で記録bた.

エ卜口フ島沖の地震

エトロフ島沖の地震は，地震計による観測結果による

と，発生時刻は7日7時59分，震源地はエトロフ島南

方約 100km Ilil (44.30N， 148. 50E) ， 震源の深さは約

¥80 kniとなっている.

微気圧計の構造は，油を入れた容器の中に浮円筒が浮

かせてあり，気庄変動による浮円筒の上下を自記記録す

るようになっている.そこで本来ならば地震動は記録じ

ないはずであるが，たまたま震動が大ーきかったために油

槽内の油が振動しそれを記録したものと思われる.

各地の観測結果は下表のとおりで，特に震源地からめ

距離による振幅の大小は認められなかった.また，震源

地に最も近い釧路では，震動が大きく電線が各所で切断

し微気圧計が作動しなくて記録されなかった.

~ 1. 

周 期 c継続期間
口1m mm  

最大振幅
mb 

発現時刻
h m 

この図から振動の発現時刻を推定すると 08時00分頃

になり地震計による観測結果とほぼ一致している.波の

進行速度が大きいところで約 3000m/sec になっている

ところをみると，この震動は地殻表層を伝わって来た地

震波によるものと思われる.

第2図は東京における微気圧計(感度300mm/mb)の

記録である.
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08 06 浅間山の火山爆発

11月10日浅間山爆発の際における調査報告t乙よると

爆発は 22時50分頃となっている.

各地の微気圧振動観測結果は次頁の表のとおりで，等

発振時線は第3図のように同心円になり，この図から爆

発時刻を推定すると 22時50分となる.波の進行速度は
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第 2図 東京における微気圧計記録
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第3図 微気圧振動等発振時線図

1958年11月10日浅間山火山爆発によるもの

280 mJsecで音波どしては遅い万である. また，今まで

微気圧計で観測しfご核爆発による気圧波の平均速度 320

mJsecよりかなり遅いものである.

一|発振時刻|吋幅|周期|継続時間
h m I mb min 

秋田 23 15 O. 1 9 

東京 22 58 O. 18 0.5 3 

輪島 23 03 O. 1 0.2 2 

米人子 23 20 0.2 1 5 

鹿児島 23 43 O. 1 15 

仙台 23 03 O. 1 9 

山形 23 07 O. 1 9 

金沢 23. 02 O. 3 

大阪 23 13 0.2 10 

岡山 23 21 0.3 O. 7 20 

鳥取 23 11 0.2 1 9 

第 4図は東京における微気圧計の記録で， 22時58分に

大きな衝撃波が現われている.その後，ひき続き数回の J

小爆発があったがそのうち 2回東京の微気圧計で記録さ

れた.
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第 4図 東京における微気圧計記録
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